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赤い字のことばがどのようなことを言っているか、考えましょう。

・赤いバラがきれいにさいた。

何が どうした

・きのうぼくは公園で遊んだ。

いつ どこで

・文ぼうぐやで色えんぴつを三本買った。

何を
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文の中で、「何は（が）」にあたるものを主語、「何だ」

「どうする」「どんなだ」にあたるものをじゅつ語といいます。

うさぎがはねる。 主語－「うさぎが」 じゅつ語－「はねる」

うさぎは白い。 主語－「うさぎは」 じゅつ語－「白い」

うさぎは動物だ。 主語－「うさぎは」 じゅつ語－「動物だ」

じゅつ語が何を言ってるかで、文を三つの形に分けることができます。

１ 何が（は）どうする。→ 犬が ほえる。

２ 何が（は）どんなだ。→ 空が 青い。

３ 何が（は）何だ。 → ぼくは 三年生だ。
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文の主語とじゅつ語を見つけられるようにしましょう。

・ まりちゃんはとなりの家にすんでいる。

主語 じゅつ語

・ 大きな白い鳥がゆうゆうととんでいる。

主語 じゅつ語

・ 北国の冬はとてもさむい。

主語 じゅつ語

ni3 ※ 日本語テキスト（国語） 小 3 03 言葉のきまり .jtd

岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室



- 4/10 -

ほかのことばをくわしくせつめいすることばを「かざりことば」

といいます。

・ 赤い バラが きれいに さいた。

「バラ」の色をせつめいしています。

・ きのう ぼくは 公園で 遊んだ。

遊んだのがいつかをせつめいしています。

・ 文ぼうぐやで 色えんぴつを 三本 買った。

何を買ったのかをせつめい
しています。
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赤い字のことばが、どのことばをくわしくせつめいしているか

考えましょう。

・ くまが 川で 魚を とっていました。

・ ぼくは 紙で ひこうきを 作りました。

・ 父は 小学校の 先生です。

・ 夕日が まっかに もえながら 西の山に しずみました。
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点を打つ場所によって、文の意味がかわることがあります。

次のア、イの文では、「元気がいい」のが、「犬」なのか「弟」な

のかが、ちがっています。

ア 弟は、元気よく走る犬をよんだ。

イ 弟は元気よく、走る犬をよんだ。

アでは、「元気よく走る犬」

（つまり、元気がいいのは犬）

イでは、「弟は元気よくよんだ」

（元気がいいのは弟）という意味になります。
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「、」を正しく打たないと、文の意味がおかしくなったり、通じ

なくなったりします。次のそれぞれの文の「、」の場所に気をつけ

ましょう。

・ ゆりちゃん、いっしょに学校へ行こう。

・ 雨がやんだら、出かけることにしよう。

・ 荷物が重いので、タクシーで帰りました。

・ 外に出てみると、雪がふっていました。
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「 」と『 』のちがいをおぼえましょう。

・ 「 」は、人の言ったことばを書くときに使います。

・ 『 』は、人の言ったことばの中に、人のことばが入る

ときに使います。

・ お母さんに、「へやのそうじをしなさい。」と言われた。

・ ぼくは、家に帰ってお母さんに、「おばさんが、『お母さ

んによろしく。』と言っていたよ。」とつたえました。

・ 『 』は、本の名前などにも使います。

きのう、『手ぶくろを買いに』を読みました。

ni3 ※ 日本語テキスト（国語） 小 3 03 言葉のきまり .jtd

岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室



- 9/10 -

文には、ふつうの言いかたとていねいな言いかたがあります。

ふつうの言いかた ていねいな言いかた

いっしょに帰る。 いっしょに帰ります。

もうしない。 もうしません。

本を十ページ読んだ 本を十ページ読みました。

鳥がとんでいる。 鳥がとんでいます。
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ふつうの言いかたのさいごのことばを、「です」や「ます」になお

すと、ていねいな言いかたになります。

ぼくは小学生だ。 → ぼくは小学生です。

車がはしっている。→ 車がはしっています。

もうすでに起こったことには、「でした」や「ました」を使います。

きのうは雨だった。 → きのうは雨でした。

かぜで学校を休んだ。→ かぜで学校を休みました。
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